
重信川の水生生物調査 

 重信川の水生生物調査について拝志大橋付近で拝志小学校 5,6 年生、重信橋砥部町側で浮穴小学校 5年生 

が調査をしてくれました。 

川越先生による採捕方法の説明 水生生物の捕獲 01 

水生生物の捕獲 02 捕獲生物の同定 01 水生生物の捕獲 03 

開会挨拶（松山河川国道事務所） 

調査日時：平成 28 年 7 月 11 日（月） 天候：くもり 気温：27.0℃ 水温：21.0℃

※この地図は国土地理院図（電子国土Web）に加筆したものである。



      

      

      

      

      

      

      

                                                     

                                                     

 

 

 

 

 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パックテスト 01 パックテスト 02 捕獲生物の同定 02 

記録用紙
都道府県名　　　愛　媛　県 グループの名前 拝志小学校 　　拝志大橋

川の名前　　　　重　信　川 氏　名 先生の名前
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ヒラタドロムシ類

や
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き

れ

い

な

水

オオシマトビケラ

Ⅱ コガタシマトビケラ類

Ⅲ ミズカマキリ

イシマキガイ

ヤマトシジミ

カワニナ類

コオニヤンマ

ゲンジボタル

ナミウズムシ

サワガニ

ブユ類

ヘビトンボ

ヨコエビ類

アミカ類

ヤマトビゲラ類

地点名
拝志大橋

年 月 日 平成２８年７月１１日（月）

時　　間 １０：００　～　１０：３０

流れのはやさ はやい

川底のようす 少しヌルヌル、石がゴロゴロ

川 は ば　　　　　 30

生物をとった所 川の右岸側

生物をとった所の水深 30

天　　気 くもり

気　　温　　　　　　　 27.0

水　　温　　　　　　　 21.0

水のにごり・におい・その他 少しにごっている

ナガレトビケラ類き

れ

い

な

水

ヒラタカゲロウ類

Ⅰ カワゲラ類

合計
判定
●○

魚・水草・鳥・その他の生物 鳥の鳴き声がした

水の
きれ
いさ

生　　物　　名

各班でとれた生物の数を記入して下さい。右欄に合計しとれた生物に○を、その中で数の多かった
２種類（最大３種類）に●をつけます。下欄に○●の数を記入し水のきれいさを判定します。

ⅣⅠ Ⅱ Ⅲ

拝志大橋の水生生物調査結果 

拝志大橋は比較的きれいな水であることがわかりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拝志大橋の水生生物調査結果 02 



                                               

調査地点 

水生生物の捕獲 02 水生生物の捕獲 03 

国土地理院 利用規約 小縮尺図 

調査日時：平成 28 年 7 月 15 日（金） 天候：はれ  気温：27.5℃ 水温：22.0℃ 

水生生物の捕獲 01 

捕獲生物の同定 01 捕獲生物の同定 02 パックテスト 01 

透視度測定 ＤＯ測定 川越先生の総評 



    

    

    

    

    

    

    

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録用紙
都道府県名　　　愛　媛　県 グループの名前 　浮穴　小学校　　５年生 　調査場所:　重信橋

川の名前　　　　重　信　川 氏　名 　先生の名前

(℃)
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５．サカマキガイ

１．

２．

３．

天　　気 はれ

気　　温　　　　　　　 27.5

水　　温　　　　　　　 22.0

地点名
重信橋左岸上流

年 月 日 平成２８年７月１５日（金）

時　　間 ９：５０～１０：３０

流れのはやさ はやい

川底のようす 石がゴロゴロしている

水のにごり・におい・その他 にごりは少ない

川 は ば　　　　　 10

生物をとった所 左岸（流れの中央より）

生物をとった所の水深 30

魚・水草・鳥・その他の生物 小さな魚がたくさんいた

水の
きれ
いさ

生　　物　　名

各班でとれた生物の数を記入して下さい。右欄に合計しとれた生物に○を、その中で数の多かった２
種類（最大３種類）に●をつけます。下欄に○●の数を記入し水のきれいさを判定します。

合計
1 組 2 組 3 組 判定

●○１班 ２班 ３班 ４班 ５班 １班 ２班 ３班 ４班
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き
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ナミウズムシ

や

や

き

れ

い

な

水

オオシマトビケラ

1

ヒラタドロムシ類

ゲンジボタル

コオニヤンマ

ヤマトシジミ

カワニナ類

Ⅲ ミズカマキリ

イシマキガイ
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Ⅳ ユスリカ類
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と
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水

その場所の水のきれいさ Ⅰ　きれいな水

0

合計（1.欄＋2.欄） 5 1 2 0

○印と●印の個数 4 1 1 0

●印の個数 1 0 1

拝志大橋の水生生物調査結果 

重信橋は比較的きれいな水であることがわかりました。 



 

 

 

                                                     

重信橋の水生生物調査結果 02 


